




序

青 森市 には、三 内丸 山遺跡 ・小牧 野遺跡 をは じめ と

した貴重 な歴 史的遺産 が包蔵 され てい ます。青森 県教

育委員会 は、平 成 ６年 度及 び ７年 度 に県総合 運動公 園

拡張整備事業 に伴 い、近 野遺跡 の試掘調査 を実施 しま

した。

今 回の調査 の結果 、本遺跡 は縄文 時代 中期 と、平安

時代 の集落 遺跡 であ るこ とが判 明 しま した。

特 に縄文 中期 の集落跡 は、隣接す る同時期 の 巨大集

落 、三 内丸 山遺跡 を考 える上 で、貴重 な資料 とな りう

る ものです。

この試掘 調査 成果が広 く文化財 の保護 と研 究 に活用

され 、 また地域社 会 の歴 史学 習や 、地域住 民 の文化財

保護 意識 の涵養 につ なが るこ とを期待 したい と存 じま

す。

最 後 にな りま したが 、調査 の実施 と報告 書 の作成 に

あた り関係各位か らご協 力 、 ご指 導 を賜 りま した こ と

に対 して、心か ら感謝 の意 を表 します。

平成 ９年 ３月

青森県教育委員会

教育長 松 森 永 祐
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例 言

１ 本報告 書は、青 森県埋蔵文化財調査セ ンターが平成 ６年度 及び ７年度 に試掘調査 した青 森県総合

運動 公園整備拡 張事業 に伴 う近野遺跡の試掘調査報告書であ る。

２ 本遺跡 は、平成 ４年 ３月に青森県教育委員会が編集発行 した 『青森県遺跡地図』に遺跡番号０１０６５

として登録 されてい る。

３ 本報告 書は青森 県埋蔵文化財調査セ ンターが編集作成 した。なお、執筆者名 は依頼原稿 について

は文頭に記 し、それ以 外は秦が担 当 した。

４ 引用 ・参考文献 は、依頼 原稿につ いては その文末に 、その他 は巻末 に記 した。

５ 下記の通 り、試掘調査時呼称 していた遺構名 を変更 した。

○第 ６号住居跡 は第 １号竪穴遺構 とした。

６ 遺構 名には、遺構種別 に平成 ６年度 ・７年度調査で統一 した通 し番号 を付け てお り、過去の調査

との連 番にはな っていない。

７ 資料 の分析 、鑑定 につ いては、下記の方 に依頼 した （敬称 略）。

遺跡 周辺 の地 形 と地質 青森県立板柳 高等学校教 諭 山 口 義伸

石 器の石 質鑑 定 八戸市文化財審議委員 松 山 力

調査 区内の沢地土壌 国立歴史民族博 物館助教 授 辻 誠一郎

８ 本書に掲載 した地 形図 （遺跡の位置 ）は 、建設省国土地理 院発行 の ２万 ５千分の １の地形図 を複

写 した ものであ る。

９ 本文 ・図中の表現 は原則 として次の様式 、基準に従 った。

・土層 等の色調観 察 には １９００版農 林水産 省水産 技術会議事務 局 監修 の 「新版標 準土色帖」

（小 山正忠 ・竹 原秀雄 １９００）を使用 した。

・挿図の縮 尺は、各図ご とにスケール を付 して ある。なお、遺物写真の縮尺は不同であ る。

・各遺構 の規模 にお いては それ ぞれ最 大値 を計測 した。 なお遺 物 を含め て表 中での計測値 は、

（計測値 ）で残 存 （又は確認 ）最大値 を示 し、［計測値］で推定 ・復元最大値 を示 してい る。

・平安 時代 の竪 穴住居 の壁 は、カマ ドが構築 されてい る側 の辺 を東壁 とした。

・表 中 ・図中において以下の よ うな略称 を適宜使用 した。

［遺構］ 竪穴住居跡→ 「Ｈ」、竪穴遺構→ 「竪」、土坑→ 「土」、 （遺構 内）柱 穴→ 「Ｐｉｔ」、 （Ａ

を）切 る→ 「＞ （Ａ）」、（Ａに）切 られ る→ 「＜ （Ａ）」

［土質］ 白頭 山苫小牧 火山灰→ 「Ｂ― Ｔｍ」、

［遺物］ 円筒上 層式→ 「円上」、円筒下層 式→ 「円下」、単 軸絡 条体→ 「単絡」、結束第 １種→

「結 １」、回転 糸切 り痕→ 「回糸切 」、ロクロ調整痕→ 「ロ クロ」

［石質］ 珪 質頁岩→ 「珪 頁」、玉髄 質珪 質頁岩→ 「玉珪 」、黒曜石→ 「黒」、鉄石英→ 「鉄」、凝

灰岩→ 「凝」、溶結凝 灰岩→ 「溶凝」、砂岩→ 「砂」、安 山岩→ 「安」、流紋岩→ 「流」、輝緑岩

→ 「輝」、花崗岩→ 「花」、閃緑 岩→ 「閃」、緑色 片岩→ 「緑 片」、細粒 凝灰岩→ 「細凝」、緑色



      細粒凝灰岩→「緑細」、ホルンフェルス→「ホル」、蛇紋岩→「蛇紋」

    ・図中に用例のない限り、次の意味でスクリーントーンを使用している。

    ・遺物実測図の書式は以下の通りである。

10  試掘調査での出土遺物・実測図・写真等は、現在青森県埋蔵文化財調査センターで保管している。

11  本報告書の作成にあたり下記の方々に資料の観察等の助言をいただいた（敬称略・順不同）。

    林兼作、遠藤正夫、小谷地肇、木本雅靖、田澤淳逸、長尾正義
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第 １章 調査 に至 る経緯 と概要

第 １節 調査 に至 る経緯

青森市安 田字近野に ある青森県総合運動 公園は昭和４１年 に建設 され 、その後、昭和５２年 の国民体育

大会の開催 によ り、拡張 され ることにな った。 これに伴 い、昭和４８年か ら昭和５１年 まで予定地 内に所

在す る近野遺跡 の発掘調査が実施 された。

平成 ３年 に至 り、施 設が手狭 になったことや老朽 化に よ り、県総合運動公 園の拡張整備事 業が進め

られ ることにな り、事業 に先立 ち三内丸 山遺跡の試掘調査 が実施 され るこ ととなった。

平成 ４年か らは、県教育委貝会による新県営野球場 と鉄塔 の予定地 、青森市教育委員会に よる都 市計

画道里見丸山線予定地 の調査が実施 され 、平成 ５年 まで継続 された。

平成 ６年 は、野球場予定地 の継続調査 とサ ッカー場予定地内の調査 が実施 されたが 、調査の進展に

伴 い、重要な発見が相次いだ ことか ら、平成 ６年 ８月 １日に野球 場の工事 の中止 と遺跡 の保存が決定

され た。 さらに、１２月１６日には、三 内丸 山遺跡 を保存す るこ ととし、野球場予定地 及びその周辺 を含

む約３８ヘ クタール を保 存 ・活用 してい くこ ととなった。

この間 、保存 ・活用決定後の施 設配 置の資料 とするため 、及び三 内丸山遺跡 との関連 を調べ るため 、

近野遺跡 の試掘調査が実施 され ることとな り、平成 ６年１０月１２日か ら県民体育館 に面す る緑地帯の調

査 に着手 した。

また、都市計画道里見丸 山線 も振 り替 えられ ることとな り、平成 ７年に振 り替 え予 定地の試掘調査

を実施 した。

第 ２節 調 査 要 項

［平成 ６年度調査］

１ 調査目的

青森県総合運動公園拡張整備事業の実施に先立ち、当該地区に所在する青森市近野遺跡の試掘調

査を行い、開発と保存の調査 を図るための基礎資料を作成するものである。

２ 試掘調査期間

平成 ６年度１０月１２日から同年１１月１４日まで

３ 遺跡名及び所在地

近野遺跡

青森市安田字近野 ２１９外

－ １ －
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４ 試掘調査面積

５７６㎡

５ 調査委託者

青森県土木部

６ 調査受託者

青森県教育委員会

７ 調査担当機関

青森県埋蔵文化財調査センター

８ 調査協力機関

青森市教育委員会

東青教育事務所

９ 調査参加者

調査指導員 村越 潔 青森大学教授 （考古学）

調査協力員 池田 敬 青森市教育委員会教育長

調査担当者 青森県埋蔵文化財調査センター

調査第四課 課 長 成田 滋彦 （現、教育庁文化課三内丸山遺跡対策室主幹）

主 事 秦 光次郎

調査補助員 小野 悦子、高田 麻紀子

［平成 ７年度調査］

１ 調査 目的

青森県総合運動公園拡張整備事業の実施に先立ち、当該地区に所在す る青森市近野遺跡の試掘

調査を行 い、その記録保存を図 り、地域社会の文化財の活用に資するものである。

２ 試掘調査期間

平成 ７年度 ８月 ２日か ら同年１０月３１日まで

３ 遺跡名及び所在地

近野遺跡

青森市安 田字近野２１９外

－ ３ －
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４ 試掘調査面積

１，６００㎡

５ 調査委託者

青森県土木部

６ 調査受託者

青森県教育委員会

７ 調査担当機関

青森県埋蔵文化財調査センター

８ 調査協力機関

青森市教育委員会

東青教育事務所

財団法人青森県スポーツ振興事業団青森県総合運動公園

９ 調査参加者

調査指導員 村越 潔 青森大学教授 （考古学）

調査協力員 池田 敬 青森市教育委員会教育長

調 査 員 市川 金丸 青森県考古学会会長 （考古学）

高島 成侑 八戸工業大学教授 （建築史）

西本 豊弘 国立歴史民族博物館助教授 （動物遺体 ）

辻 誠一郎 国立歴史民族博物館助教授 （古環境学）

南木 睦彦 流通科学大学助教授 （植物遺体）

山口 義伸 青森県立板柳高等学校教諭 （地質学）

調査担当者 青森県埋蔵文化財調査センター

調査第三課 課 長 成田 滋彦 （現、教育庁文化課三内丸山遺跡対策室主幹）

主 事 木村 真明 （現、青森県企画部 県史編さん室）

主 事 秦 光次郎

調査補助員 成田 由美子、川口 哲子、佐藤 理、深畑 哲哉、

高田 麻紀子

－ ４ －
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第 ３節 調査方法

１ ［調査の具 体的指標 ］ 調査対象区内での遺跡範 囲の広 が り、本調査 を仮定 した際の必要 デー タ、

三 内丸 山遺跡 との関連性等の把握 を目指 した。 ７年度 においては、以上に 、Ｄ区 ・Ｆ区内に存在す る

と思 われる沢 ・低地部分の利用状況の把握 が加 わった。 これ らの指標 を、公園内の諸施 設の保護 、一

般 利用者の安 全確 保 を前提 とした範囲内で 目指 すこ ととした。

２ ［調査区 内の小区設定］ 平成 ７年 度は、便宜上調査 区内 を小 区に分割 して いる。調査対 象区東部

の丘陵斜 面上 を 「Ａ区」、弓道場北 東の、造 成 された沢 筋部分 を 「Ｆ区」、 Ａ区 とＦ区に挟 まれた部

分 を 「Ｂ区」、対 象 区北 東端 の、第二 の沢筋が潜 り込 む部分 を 「Ｄ区」 とし、 Ｆ区 ・Ｄ区に挟 まれた

台地 で、杉の疎林 となる区域 を 「Ｃ区」、そ こよ り台地先端側 になる部分 を 「Ｅ区」 とした。

３ ［グ リッ ド設定］ 以下の通 り、三内丸 山遺跡 の旧野球場建 設予定地区に準拠 し、２０×２０ｍの大 グ

リッ ドに基づ く４× ４ｍの小 グ リッ ドを設定 した。調査用 の座標基準線 、グ リッ ド設定法 、 グ リッ ド

呼称法 も同一の基準 を用 いて いる。基準線 ・基準点の設定 は、野球場建設計画用 の基準杭Ｎｏ．２１を基準

点 とし、磁北 を基軸 とした。東西の基準線上 の呼称 は、Ａ、 Ｂ、 Ｃ… とアルフ ァベ ッ トを付 し、南北

は １、 ２、 ３… と算用数字 を付 していった。北東交点が グ リッ ド呼称 であ る。東西基準線 は、Ａか ら

Ｔ までの ２０セ ッ トで一区切 りとし、アルフ ァベ ッ トが重複す る場合は、最初 に ロー マ数字 を付す こ

ととして いる。なお、当調査範囲内には、 グ リッ ド東西 ライン上 の ＩＡ以東が含 まれてお り、便宜上

アラビア数 字の “０” を冠 す ることで対処 している。基準杭Ｎｏ．２１はＶＡ―１００に対応す る。

４ ［ベ ンチマー ク設定］ Ｃ ・Ｄ ・Ｅ区は、 Ｄ区内の公衆便所 に接す る水準点 （Ｈ＝１６．０７１ｍ）か ら

移動 して利用 した。 Ａ ・Ｂ区は三 内丸 山遺跡 の調査用ベ ンチマー クか ら移動 して利用 した。

５ ［トレンチ設定］ 遺構 確認、或いは沢地 の利用状況把握 を 目的 とし、 トレンチ法 を用 いて調査 し

た。 トレンチは基本的に、 グ リッ ドに沿って設定 され ている。必要に応 じて拡張 した場合 と、公 園施

設保護上 の制約 があ った場合 はこの限 りではない。

６ ［土層の呼称］ 上 層か ら下層に、基本層序は ローマ数字 を、遺構内の土層 には算用数字 をふ った。

７ ［遺物の取 り上 げ］ グ リッ ド単位 ・層単位 に行 い、Ⅲａ層以下 については出来るだけ平面図の作

成、 レベ リングを行 い出土位 置の記録 に努め た。 なお 、グ リッ ド面積 以下 の小 トレンチにつ いては、

一部 トレンチ名で取 り上げてい る。

８ ［粗 掘 り］ 基本 的に、人力に よって トレンチ毎に作業 を進め た。深 さは遺構確認面の下 限 となる

基本層序第Ⅳ層 まで とした。粗掘 り途 中で埋設管等の施設が発見 された場合 は、粗掘 りを中止 し、別

に トレンチ を設定 した。造 成時の盛土が厚 い区域につ いては、小型のバ ックフォー を用 いて、盛土 を

除去 した。杉 等 の樹 木 につ いては その保 護 のため 、最低 でも幹の直径 ×１．５倍 の範囲 で周 りに土 を残

す こ ととした。植 え込 み、その他施設構造物 につ いては、 １割勾配分 の間隔 をとった。又 、芝地内の

トレンチ粗掘 りでは、ブルーシー ト上 に排土 し、混土に よる芝の枯 死 を防 ぐよ う努め た。

９ ［遺構精査］ 遺跡 の より詳細 な把握ため 、確認遺構の うちい くつかを精査 した。精査には二分法、

四分法 を用い、その性格把握 に努め た。

１０ ［記録］ 実測図の作成は１／２０を基本 とし、必要に応 じて１／１０、１／４０等の縮尺 とした。写真撮影 は適

－ ５ －
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宜行 うこ ととし、使用 フ ィルムはカラー リバーサル とモ ノクロ－ムの３５ｍｍとした。

１１ ［埋め戻 し］ 精査済み の遺構は 、保護の ために山砂 を用いて埋め戻 した。確 認のみの遺構 につい

ては、その輪郭 を厚 く不消石灰 で縁取 りし、再 確認の便 を図 った。 １メー トル を越 える深い トレンチ

は、沈み込 み を防 ぐため に重機 による填圧 を施 した。芝生地 内の調査 トレンチは、排 土 を埋め戻 した

後、粗掘 り時 に切 り取 った芝 を再度貼 り込ん で原状復 帰 とした。

第 ４ 節 調 査 の 経 過

［６年 度］平成 ６年 １０月に、調査区 内への グ リッ ド・ベ ンチマー クの移動等の調 査準備 を行 い、１８日

に調査 を開始 した。先ず調査 トレンチ をグ リッ ドに沿 って配置 し、 トレンチ内の芝生 の除去等 ののち

粗 掘 りに入った。対象 区域 は、 ７年度 でい うＣ ・Ｅ ・Ｆ区であ る。

調査後 まもな く、 Ｃ区以外 の区域 では 、大部分が削平 されてい るか、公 園造成時の盛土 が施 されて

いることが判 明 した。特 に盛土部分 は人手に よる調査は不 可能 と判 断 し、重機の導入 を検討 した。

１０月下 旬 より本格 的に、小型のバ ックフォーに よるＦ区 トレンチ内の盛土除去 を行 った。 しか し北

側部分は現地表下 ３ｍで も盛土が尽 きず 、設定 したが地 山まで至 れない トレンチ もあった。 また、使

用 中の高 ・低圧電線 、上下水道管が確認 され る場合 も多 く、調査 は慎重 を極めた。 Ｅ区の５２年度調査

区域側 は密 な調査が必要 と思 われ たが 、高圧電線が埋 設 されてお り、大部分が調 査不能 であ った。 こ

れ らの要 因によって調査 は難航 し、沢地部分に不明点 を残 しなが ら１１月１４日に調 査 を終了 した。

［７年度］平成 ７年 ８月 ２日に、調査資材 の搬入、調査 区の縄張 りをし、調査 を開始 した。同時に前

年の調査杭 を使用 し、 Ｃ区内及びＡ区内の グ リッ ド及び トレンチの設定 を行 ってい った。粗掘 りは最

も包蔵状 態の不 明なＡ区及 び、最 も残存状態の良好 と思われ るＣ区か ら手がけた。

８月８日に調査委託者を含め た打合 せ会議が行われた。その際に、調査区内の沢地部分 の調査の必要

性が打 ち出され、 Ｄ区 ・Ｆ区の調査 を早急に行 えるよう準備 を始め た。 中旬は、設定予定地 内の埋 設

管 をさけ るため に小 トレンチを先行 させ、位置の正確 な把握 を行 った。又 、Ｂ区の調査 に着手 した。

８月下旬にＢ区粗掘 り着手 と、Ｄ区の トレンチ調査 を行 った。 Ｄ区は３．５ｍで地 山に達 し、厚 さ ５～

１０ｃｍ程の新 しい沼泥層が確認 され たのみ で、土層の殆 どが公園造成時の盛土であった。

９月上 旬には Ｄ区の埋め立 て、原状復帰 を完了 し、 Ｆ区の樹 木 と芝生の移動 、 Ｅ区の先行 トレンチ

に着手 した。中旬 に Ｆ区の調査 を行 った。 ６年 度に確 認 された沢の、よ り下流にあたる部分 である。

掘削後 まもな く、公 園造成時 の盛土が、深 い ところで ５ｍは越 えるこ とが判明 した。重機掘削に限界

があ ったため、ボー リングによるコア観察 も併 用す る事 とな った。１０月上旬に現地 で辻誠一郎氏に確

認 してい ただいた ところ、現 地表面下６．５ｍで泥炭化途 中の土壌 を確認 したが、利用痕跡が見 あた ら

ず、仮に木質遺物が あった として も残存 しな いであ ろうとの ことであった。 これに よって平面調査の

必要性 を失 い、また公 園保護上 、安全面での理 由か らも、今 回の調査 を終了す るべ きとの結果 となっ

た。 トレンチは盛土が脆弱 で危険で あったため、早急に埋 め戻 し作業 を行 った。 ９月下旬 には Ａ区 ・

Ｂ区の調査 を終 了 し、原状復帰作業に入 った。

１０月は Ｃ ・Ｅ区内の遺構分布 の把握に努 め 、遺構確 認作業 と平行 して、い くつかの遺構精査 を行 っ

た。 また調査終 了区域 か ら埋め立ててゆ き、填圧 ・芝 張 り等の原状復帰作業 も行 っていった。

１０月３１日に、予定 通 り全 ての作業 を終 了 し、調査資材 を撤収 した。

－ ６ －
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第 5節  調査区内の現状と土層

  調査区は現在使用中の公園である。Ａ区は中位段丘の斜面にあり、山林となっている。Ｂ区は、Ａ

区と低位段丘が接する部分であり、疎林及び芝生地となっている。Ｃ区は、体育館からの中央プロム

ナードによって東西に分断される杉の疎林である。唯一、公園造成以前の原状を保っていると考えら

れる。Ｄ・Ｅ・Ｆ区は車道に接する区域であり、遊歩道の巡らされる權木・芝生地である。

  基本層序は第4章に、その各地区での残存状況を2章で後述するとして、ここではＦ区沢地内の土

層について記述する。

 1  黒色土  ヨシの根等の草本植物を多く含む。公園造成時まで地表であった部分と思われる。

 2  暗灰色シルト層  相当均質なシルトである。貝殻状断口をもち、沼地の堆積と思われる。

 3  粗砂層    純粋な砂層である。やや水の流れが速い時期があったと推測できる。

 4  暗褐色粘質土層  いわゆるサルケである。草本泥炭と呼ばれる泥炭化途中の土壌。大部分がヨシ   �

            由来であるが、ハンノキと思われる黄色い木皮状のピートを多量に混入する。下部は黒

            色化し、何らかの降下火山灰がとぎれとぎれに堆積する。

 5  黒色粘質土  4層とは漸移し、層界は画然としない。希に縄文土器の小片が見られた。

 6  灰色粘質土  地山との漸移層。ロームの水性二次堆積と思われる。
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第 ２章 検 出遺構 と出土遺物

第 １節 縄文時代 の遺構 と遺物

第１４号住居跡 （図 ６～ 図 ８）

［位置 と確認］ Ｃ区、 ＩＦ～ Ｇ―２１０～２１１に位置 し、 ７年度調査においてⅢｂ層中 よ り確認 した。

［重複］ 無 し。土器 の接合関係か ら、第１８号住居跡 よ り新 しい と考 えられ る。

［平面形 ・規模］ 不 整楕 円形 の平面形 を呈す る。規模 は長軸４１４ｃｍ、短軸 ３１０ｃｍ、床 面積 は８．７３㎡で

ある。長軸 の傾 きは Ｎ―８８°― Ｅであ る。

［壁 ・床面］ 基本 層序第 Ⅲｂ層 を掘 り込 ん で壁 とし、Ⅳ層下位 を床 として いる。壁 は良 く掘 り整 え

られ 、確認面か ら床面 まで２５ｃｍ程 であ る。南東側 の壁 に接 して、若干 テラス状 となる地山削 りだ し部

分が あるが 、その他の床面は平坦 であ る。炉 周辺部か ら特殊施 設にか けての床 の踏み締 ま りが強い。

［壁溝 ］ 北東及び南側の壁際に検 出 された。幅１０ｃｍ、深 さ ５ｃｍほ どである。

［柱穴］ ７本 検 出 され、それ ぞれの深 さはＰｉｔ１…２５ｃｍ、Ｐｉｔ２…２７ｃｍ、Ｐｉｔ３…３８ｃｍ、Ｐｉｔ４…１５ｃｍ、

Ｐｉｔ５…２５ｃｍ、Ｐｉｔ６…１３ｃｍ、Ｐｉｔ７…２４ｃｍで ある。Ｐｉｔ１か らＰｉｔ３は何 れ も炉 に近 い形 で配置 されてい る。

最 も炉 に接す るＰｉｔ１か らは、柱痕 が確 認 されて いる。 どの よ うに受熱 を免 れたか不 明であるが、柱 自

体 は立 っていた もの と考 え られ る。Ｐｉｔ４か らＰｉｔ７は 、何れ も直径 １０ｃｍ程 で、東側張 り出 し部の壁 に ま

とまって配置されている。全体の上屋構造 とは別に、特殊施設の構造 のみに係わるものか と推定 される。

［炉 ］ 住居 中央 よ り土器 片敷炉が検 出され た。床 を断面鍋 底形に粗 く掘 り込 み、 多少土 を挟んで土

器片 を敷 き詰めている。破 片の殆 どは内面 を上 向 きに してあった。使用 された破 片は、深鉢の同一個

体上半部 であ る。西縁 には 口縁 片が 突 き立 ててあ り、土器片 囲いの形態 をも持 ってい る。焼土の形成

は顕著ではない。又、 この炉 を中心 とした床 面上 に、 きめ の細か い黒色土が こび りつ くように 薄 く堆

積 して いた。他の堆積 土 と比べ 、明 らか に異質な土壌 で、炭化物 の変化 と思われ る。作 り替 えの痕跡

は見 られ なか った。 なお炉体 土器 片は、床面 と、第１８号住居跡 の確認面 で集 中 して出土 した土器片 と

接合す る。 口径が４０ｃｍを越す大型 土器 と推定 され るが、 口縁部 以外は厚 さ ５ｍｍ未満で ある。砂粒 の 多

さと二次加熱 に よる器面荒れのため、個体復 元には至 らなかった。

［その他の施設］ 南西部に張 り出し状の特殊施設が確認 された。壁外に半分程 張 り出す窪み部分 と、

その張 り出す 方向の壁 中 に位 置す る小 ピ ッ ト （Ｐｉｔ４か らＰｉｔ７）、 さらに窪み部分 と、床の平坦面 の南

側 とを区画す る堤状部分 よ り構成 され る。窪み部分は長径５０ｃｍ、床 面か ら深 さ１０ｃｍ程の規模 で鍋底状

に掘 り込 まれてい る。底面 に踏み締 ま りが全 くな く、脆 弱 な印象であ る。堤状部 は、テラス状部分 に

半分重な る形で検 出 された。 Ⅳ層土 を盛 り固めて構築 してお り、上面 ・構築 面の二面 に、床面 が形成

されてい る。住居築 造当初 、若干 の居住期 間を経 てか ら構築 された可能性 が考 えられる。

［堆積土］ 褐 色土 主体 の堆積 土 で ある。 草木 に よる撹乱が激 しい。 ３層 と ４層は、Ⅲｂ層 ・Ⅳ層土

の投棄ブ ロックが比較 的密 で、人為堆積層 の可能性が最 も強い。

［出土遺物］ 覆土 ・床面 よ り土 器片が出土 してい る。床面か らは石皿等が検出 されている。

－ １４ －
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［時期］  覆土・床面出土土器の型式及び炉体土器の接合関係より、円筒上層ｅ式期の時期幅内で築

造・居住・廃絶されたと思われる。特に築造時期は、第18号住居跡の廃絶後である可能性が高い。

 1号竪穴遺構（図9～10）

［位置・確認］  Ｃ区、ＩＡ―205・206に位置する。Ⅲ層を粗掘り中に、暗褐色土の落ち込みを確認

した。平成6年に第6号竪穴住居跡として確認し、平成7年に精査した。

［重複］  無し。

［平面形・規模］  不正円形を呈する。長軸210cm、短軸200cm、深さ28cmである。

［壁・底面］  壁は緩やかに立ち上がる。壁・底面ともに脆弱な作りで、残存状態も悪い。

［堆積土］  暗褐色土主体の土層で、 1 層は自然堆積かと思わせる感がある。後世の草木根によって、

埋没時の堆積状態からも変化しているものと思われる。

［出土遺物］  縄文土器の破片が若干出土した。

［時期］  覆土出土土器より、縄文時代中期・円筒上層ｅ式期、又はそれ以降に廃絶された遺構と思

われる。
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第２章 検出遺構 と出土遺物

第 ５号土坑．（図１１～ １２）

［位置 ・確認］ Ｃ区、 ＩＤ―２１１に位置す る。 Ⅲｂ層 中において確 認 された。

［重複］ 無 し。

［平面形 ・規模］ 長軸８０ｃｍ、短軸７４ｃｍ、深 さ３０ｃｍの不正 円形 を呈す る。

［壁 ・底面］ Ⅳ層 を壁 ・底面 として いる。壁 は良 く掘 り整え られ、堅 い。立 ち上が りの角度 は直角

を意識 した もの と思 われる。底面はほぼ平坦 であ る。

［堆積 土］ 投棄状 のブロ ック土等、 人為堆積 と思われ る痕跡 は確認 できなか った。

［出土遺物］ 覆土 よ り縄文土器の小片が数 片出土 した。

［時期］ 覆土出土土器 よ り縄文時代 中期 の円筒上層 ｅ式期か、それ以降に埋 没 した遺構 と思われ る。

第 ６号土坑 （図１１～ １２）

［位 置 ・確認］ Ｃ区、 ＩＤ― ２１０に位 置す る。Ⅲｂ層精査 中に、暗褐色土のプ ランを確認 した。

［重複］ 無 し。

［平面形 ・規模 ］ 長軸８６ｃｍ、短軸７０ｃｍ、深 さ２４ｃｍの不正 円形 を呈す る。

［壁 ・底面 ］ 壁 は、底面 よ り１００～ １１０°程 の角度 をもって立 ち上が る。良 く掘 り整 え られ、堅 い。

底 面はほぼ平 坦 である。

［堆積土］ 暗褐色土主体 の土層であ る。チ ップ ・フレー クの出土状 態 よ り人為堆積 と思 われ る。

［出土遺物］ 覆土 よ り縄文土器の小 片が数点 と、チ ップ、 フレー クが 多 く出土 した。

［時期］ 覆土 出土土器 よ り、円筒上層 ｅ式期 、又はそれ以降に埋 没 した遺構 と思 われる。

第 ７号土坑 （図１１～ １２）

［位置 ・確認］ Ｃ区、 ＩＢ―２１１に位置す る。Ⅲｂ層 中にお いて、暗褐色土 の落 ち込み を確 認 した。

［重複］ 無 し。

［平面形 ・規模］ 長軸 １００ｃｍ、短軸９６ｃｍの不正円形 を呈す る。深 さは３２ｃｍである。

［壁 ・底面］ Ⅳ層 を掘 り込 んで壁 ・底面 として いる。壁は、底面 よりカ ドを持 たず に、１１０°程 の角

度で立 ち上 が る。良 く掘 り整 えられ 、崩落の痕跡 等は見あた らない。底面 はほぼ平坦 であ る。

［堆積 土］ 投棄状 のブ ロック土等 、人為堆積 と思われ る痕跡 は確認 できなか った。

［出土遺物］ 円筒上層 ｅ式 に相 当す る土器片が少量 出土 した。

［時期］ 覆土出土 土器 より円筒上層 ｅ式に比定で きる土器片が出土 して いる。

第 ８号土坑 （図１１～ １２）

［位 置 ・確認］ Ｃ区、 ＩＢ― ２０７に位 置す る。Ⅲｂ層 中において、褐色土の落 ち込み を確認 した。

［重複］ 無 し。

［平面形 ・規模 ］ 開 口部径８８ｃｍ、底径 １０８ｃｍ、深 さ７０ｃｍで、不整円形の平面形 を呈す る。

［壁 ・底面］ Ⅳ層 を掘 り込み、壁 ・底面 としている。断面形態はフ ラス コ型 を呈す る。底面はほぼ

平坦 である。

［堆積土］ 壁の崩落土層等は見 られない。人為堆積 と思 われ る。
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［出土遺物］  覆土より、縄文土器の小片が若干出土した。

［時期］  覆土出土土器より、円筒上層ｅ式期、又はそれ以降に埋没した遺構と思われる。



－ 21 －



－ 22 －



－ 23 －



－ 24 －



－ 25 －

（縄文時代の遺構のまとめ）

住居跡13軒、土坑18基、竪穴遺構2基検出された。この時期内での遺構の重複は見られなかった。確

認面での出土遺物中、最も多かったのは円筒上層ｅ式の土器片である。未精査遺構の時期は、確認面

遺物から推定した。これら確認面遺物の解釈上参考となるのが、第14号住居跡の炉体・床面出土遺物

と、第18号住居跡確認面の土器片集合部との接合関係例である。近所の埋没途中住居を、不要物の廃

棄場所としていたとも読みとれる例である。確認面出土遺物が、その住居の使用期間より確実に新し

く、出所も全く別であるとなれば、時期決定上あくまで参考程度にしかなり得ないことになる。今回

検出した「円筒上層ｅ式期」とした遺構は、出土遺物の比率より円筒上層ｅ、さかのぼっても上層ｄ

式の時期幅内に収まるものと思う。



近野遺跡Ⅴ

第 ２節 平安時代の遺構 と遺物

第 １９号 住 居 跡 （図 １８～ １９）

［位 置 ・確 認 ］ Ｅ 区 ・ Ｉ Ｂ～ Ｃ― １１９～ ２００に 位 置 す る。 第 Ⅳ 層 上 面 に お い て 、 方 形 の 落 ち 込 み を確

認 し た 。 主 軸 方 位 は Ｎ― １３６°―Ｅ で あ る 。 平 成 ７年 度 に 確 認 ・精 査 し た 。

［重 複 ］ 無 し。

［平 面 形 ・規 模 ］ 方 形 の 平 面 形 を 呈 す る 。 規 模 は 南 北 ４６０ｃｍ× 東 西 ４４８ｃｍ、 床 面 積 は １６．７８㎡ で あ る。

［壁 ・床 面 ］ 壁 の 掘 り込 み 面 は Ⅱ 層 中 と 思 わ れ るが 、 Ⅳ 層 ま で 公 園 造 成 時 に 削 平 さ れ て い る 。 残 存

高 は １５ｃｍほ ど で あ り、 垂 直 に し っ か り と立 ち 上 が る よ う で あ る 。

貼 り床 は 最 大 で ２０ｃｍの 厚 さ が あ る 。 カ マ ド周 辺 か らＰｉｔ４・５ま で の 範 囲 で 踏 み 締 ま りが 強 く、 北 壁

よ りの 床 は 脆 弱 で 、 明 瞭 で は な い 。

［壁 溝 ］ 深 さ １５～ ３０ｃｍ、 幅 １５～ ３０ｃｍで 全 周 す る 。 壁 中 に は 径 １２～ ４０ｃｍ、 深 さ １３～ ４７ｃｍの 小 穴 が 見 られ

る 。 小 穴 は 散 在 す る よ う に 見 え る が 、 壁 の 四 隅 と 、 カ マ ド側 の 壁 を 除 く隔 壁 の 中 間 点 に 存 在 す る と い

う規 則 性 が 見 ら れ る 。 壁 板 の 痕 跡 は 見 られ な か っ た 。

［柱 穴 ］ 周 溝 中 の 小 穴 を 含 め て ２６基 検 出 さ れ た 。 そ れ ぞ れ の 床 面 か ら の 深 さ は 、Ｐｉｔ１… ４３．３ｃｍ、

Ｐｉｔ２… ４６．２ｃｍ、 Ｐｉｔ３… ５５．７ｃｍ、Ｐｉｔ４… ６２．０ｃｍ、Ｐｉｔ５… ４３．０ｃｍ、 Ｐｉｔ６… ２２．２ｃｍ、 Ｐｉｔ７… １２．３ｃｍ、Ｐｉｔ８…

４１．９ｃｍ、Ｐｉｔ１０… ２９ｃｍ、Ｐｉｔ１２… ５１．２ｃｍ、Ｐｉｔ１３… ３８．６ｃｍ、Ｐｉｔ１４… ３０．６ｃｍ、Ｐｉｔ１５… ３３．７ｃｍ、Ｐｉｔ１６… ２２．２

ｃｍ、 Ｐｉｔ１７… １４．９ｃｍ、Ｐｉｔ１８… ４３．１ｃｍ、Ｐｉｔ１９… ２３．２ｃｍ、Ｐｉｔ２０… １３．３ｃｍ、Ｐｉｔ２１… ４７．２ｃｍ、Ｐｉｔ２２… １７．９

ｃｍ、 Ｐｉｔ２３… ４６．６ｃｍ、 Ｐｉｔ２４… ４０．２ｃｍ、Ｐｉｔ２５… ２４．０ｃｍ、Ｐｉｔ２６… ３５．８ｃｍで あ る 。Ｐｉｔ２ ・３・４ ・５が 主 柱

を構 成 す る も の と思 わ れ る 。 東 西 に 長 い 長 方 形 配 置 を と る よ うで あ る 。 壁 溝 の 四 隅 に 位 置 す るＰｉｔ１・

１１・１３ ・１４ ・１９ ・２０ ・２１と 、 壁 の 中 間 点 に 位 置 す るＰｉｔ１２・１５ ・１６ ・１７ ・２３ ・２４は 、 力 学 的 に 上 屋 構

造 に 係 わ るか 、 壁 の 構 造 の み に 係 わ る もの か は 不 明 で あ る 。

［カ マ ド］ 東 側 壁 南 寄 り に 検 出 さ れ た 。 ソ デ は ロ ー ム 質 粘 土 に よ っ て 構 築 さ れ て お り 、 芯 材 に 相 当

す る も の が 見 ら れ な い 。 うつ 伏 せ の 土 師 器 の 坏 （図 １９― ５ ） は 、 支 脚 の 役 割 を し て い た と 思 わ れ る 。

火 焼 面 は カ マ ド内 全 域 に 分 布 す る 。 最 も二 次 加 熱 の 強 い部 分 は 、 ソ デ の 内 壁 と 、 坏 を転 用 した 支 脚 の 手

前 部 分 で あ る 。

煙 道 は 削 平 さ れ た た め か 、 確 認 で き な か っ た 。

［堆 積 土 ］ 黒 色 土 主 体 の 土 層 で 、 ４層 に 分 層 で き た 。 厚 い と こ ろ で １５ｃｍ程 堆 積 して い る 。 １層 は 自

然 堆 積 の 様 相 を呈 し て い る 。

［出 土 遺 物 ］ 覆 土 ・床 面 及 び カ マ ド内 よ り土 師 器 が 出 土 し た 。

［時 期 ］ カ マ ド及 び 床 面 出 土 の 土 師 器 等 か ら み て 、 所 属 時 期 は 平 安 時 代 ９世 紀 後 半 か ら １０世 紀 前 半

の 遺 構 と考 え ら れ る 。

（平 安 時 代 の 遺 構 の ま とめ ）

Ｃ 区 及 び Ｅ 区 に お い て 、 住 居 跡 １１軒 、 土 坑 １基 が 確 認 さ れ た 。 住 居 跡 は ４９ ・５０年 度 検 出住 居 群 同 様 、

主 軸 方 位 に 斉 一 性 が 見 ら れ た 。 平 均 値 は Ｎ ― １２８°―Ｅ で １３５°前 後 が 最 も 多 い 。 第 １１・１３・１７号 住 居 跡
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からは煙道部に煙出し甕が確認された。第2・5号住居跡からは覆土内に白頭山苫小牧火山灰と思われ

る降下火山灰が確認されている。

（各調査区のまとめ）

  全ての地区において削平が見られた。平場にⅡ・Ⅲ層が、比較的良く残存するのはＢ・Ｃ・Ｅ区で

ある。Ｃ・Ｅ区以外では遺構は検出されず、遺物の検出も希である。Ａ区はⅡ層が堆積せず、ローム

の二次堆積によるⅢ相当層が堆積する。遺物は縄文土器の小片が数点検出されたのみである。Ｂ区

はⅡ層が50センチ程残存するが、遺物は極少量である。Ｄ区は調査面積がわずかであるため判別しに

くいが、確認された盛土以外の堆積層が極薄いため、未破壊部分は少ないと思われる。Ｆ区は、Ｂ区

に近い部分でⅡ層以下が残存するが、他は沢地を除いてⅤ～Ⅵ層まで削平を受けている。
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第 ３章 遺構外の出土遺物

第 ３章 遺構外の出土遺物

１ 縄文時代 の遺物

殆 どが Ｃ区か らの出土 である。 Ｂ区及び Ｆ区は、場 所に よってプライマ リー な黒色土層が残存する

が、極少量 の土器 片 しか 出土 しなか った。

１） 土器

縄文土器 につ いては以下の よ うに分 類 した。

第 Ⅰ群―縄文時代前期の土器。

ａ類―前期末葉の円筒下層 ｄ式に相 当す ると思 われる土器。

第Ⅱ群―縄文時代 中期の土器 。

ａ類― 円筒上層 ｂ式に比定 され る土 器。

ｂ類―円筒上層 ｄ式に比定 され る土器 。

ｃ類―円筒上層 ｅ式に比定 される土器 。

ｄ類―榎 林式に比定 され る土器。

ｅ類－最花式に比定 され る土器。

第Ⅲ群 ―縄文時代 後期 の土器。

ａ類― 後期 前葉 に位 置づ け られ る土器。

量的に最 も多 くな るのは、Ⅱ群 ｃ類 である。次 いで Ⅰ群 ａ類、 Ⅱ群 ｂ類 の順 で出土 している。 Ⅱ群

ｂ類 は、 Ｄ区 内沢 につ なが る斜 面上 、Ｃ区 ０Ｑ～Ｒ―２００～２０２グ リッ ドに相 当す る狭 い範 囲に集中 して

いる。極 少量 ではあ るが、縄文 中期の円筒上層 ｂ式 （図２３― １）、榎林 式 （図２４―１０）、最花式 （図２４

―１１）と
、後期 前葉 の土器 片 （図２４―１２・１３） も出土 して いる。

２） 石器

石 器は不定 形剥 片石器 （サ イ ドス クレイパー等 ）が 目立 ち、次 いで敲磨器類が 多い。敲磨 器類 は礫

縁 辺に敲打 ・磨面 を もつ ものが若干 目立つ傾 向にあ る。他 は石鏃 、石匙 、磨製石斧 、北海道式石冠が

見 られる。 図２６― ２は抉 り入 り磨 製石斧 であ る可能性 があ る。全体 の特徴 として、未加 工剥 片が多い

ことがあげ られ る。接合例はなか ったが、石材 原面の残 る例 も少 な くなか った。

２ 平安時代の遺物

殆 どが Ｃ区 内か らの 出土である。 時期 は全 て ９世紀～ １０世紀の範囲 内と思われ る。

１） 土師器

甕 、坏等の器形が見 られた。

２） 須恵器

出土量は数 十点であ るが、甕 、小甕 、長頚 壺等 の器形が見 られ る。ほぼ全 てが Ｃ区か らの検出であ

る。甕は、体部 片のほぼ全 てに 自然釉 が認め られ る。

なお、図２７―８は体部 に 「大」の字 と思われ る刻書が見 られ る破 片である。
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近野遺跡 Ⅴ

第 ４章 自然科学的分析調査の成果

第 １節 遺跡周辺の地質 と地形

青 森県立板柳 高等学校教諭 山 口 義 伸

青森平野は陸奥湾南岸の、夏泊半 島西方 にあ る湾奥部 に位 置す る。平野 の背後が八 甲田火山の北麓

にあた り、西側 には平野部 と急崖 で接 す る火 山性 丘陵地が分布 す る。青森平野 には八 甲田火山に源 を

発す る入内川 ・堤 川 （荒川） ・横 内川 ・駒 込川な どが流れ込む。平 野へ の出口である南部には扇状地

を形成 し、湾岸沿いには三角州 が展 開す る。 また、新城 川 （新 田川） ・沖館 川な どは西方の火山性丘

陵地 （西部丘陵地）に源 を発 し北 東流 して陸奥 湾に注 ぐ。なお、入内川は西部丘陵地の崖下 をほぼ南

北 に延び る入内断層 （活断層研 究会、１９９１）に沿 って北流す る構 造谷 をなす。 入内断層 は平野部側 が

沈降す るとい う構造盆地の要 因をなす大規模 な活断層で あって、北部 の海岸部 ほ ど落差が大 き く約８００

ｍに達す る といわれ る。

図 １には青森平野北西端 におけ る等高線図 を示 した。新城川、沖館 川は西部丘陵地 を北流 したの ち

に平野部 で北東流 し陸奥湾奥の青 森湾に注 ぐ。新城川北方の天 田内川は梵珠 山系の馬 ノ神 山に源 を発

しほぼ東流 して青森湾に注 ぐ。

新城川以北の平野部分は標高 ５ｍ以下で あって、約 ２ｋｍの幅 で陸奥湾に平行 して発達す る。湾奥部に

あっては標高 ５ｍ以下の等高線の間隔がか な り広 くな り、湾岸沿 いには沖積低地 としての三角州が展

開す る。 そ して、お よそ標高２．５ｍ付近には湾岸 に沿 って砂堤が分布 す る （水 野 ・堀 田、１９８２）。西部

丘陵地 では標高４０ｍ以高 の等高線が大 き く入 り組み浸 食谷流域 では等高線が混み入 り開析が進ん でい

ることを物語 る。 しか し、全体的には等高線 の間隔がやや広 いこ とか らなだ らかであ り尾根部分 も間

隔が広 く平頂 な感 じを受 ける。新城川以南か ら沖館 川周辺 にかけ ての西部丘陵地縁 辺部 では標高 ５ｍ

と１０ｍの間隔が狭 く平野部 に急傾斜す るが 、標高 １０～２０ｍの等高線の間隔がやや広 く入 り組み も少 な

い。全体 的に平野部 に向か う緩やか な傾斜面 である。

ところで、平野部 の背後 にある山麓部 及び西部丘 陵地 は主 に基盤岩 を不整合に覆 う２枚 の火砕流堆

積物か ら構成 され、いずれ も北 八甲田山北東麓 に位 置す る田代平 カルデ ラの形成 に起因する と考 えら

れ ている。流下 した時期 は八甲田第 １期 火砕 流堆積物 は今か ら約６５万年前に 、八 甲田第 ２期 火砕流堆

積物 は約４０万年前 と推定 されてい る（村 岡 ・長 谷、１９９０）。なお、入内断層 によって沈降 した青森平野

下 で もボー リングによって ２枚 の火砕 流堆積 物 と思われ る凝灰岩 が確認 され ている。

西部 丘陵 地周縁 には お よそ ３段 の段 丘が分布す る。高位段 丘に相 当す る豆 ノ坂段丘 （中川、１９７２）

は標高６０～８０ｍで、開析度が大 き く断片的 な分布 を示す。中位段 丘は標高２０～５０ｍで、縁辺部 におい

て湾岸 に平行す る形 で分布す る。 この段 丘は赤褐色の粘 土質火 山灰か らな る三 内火山灰（中川、１９７２）

を載せ る。火山灰層 の最下部 には薄層の黄灰色細粒 軽石 が あ り、中位段 丘の指標 である洞爺 火山灰 に

比定 され る。この火山灰 は洞爺湖形成 に起 因す る約１２万年前の噴火に よるものである。最下位 の低位

段 丘は標 高１０～ １８ｍで、沖館段丘 （中川、１９７２） と呼 ばれ主に三内― 石 江付近 に分布す る。やや起伏

が認め られ平 野部 に緩 く傾斜 し、中位段丘 とは比高約 １０ｍ以上の段丘崖 で接 す る。ただ、細越付近 で
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近 野遺跡 Ⅴ

は平野部に向か って大 き く傾斜す る。低位段丘 に載 る火山灰は主に黄褐色 ラ ピリ （砂粒状 の火山礫 ）

質軽石 層 で、千 曳浮石 （東北 地方 第四紀研 究 グルー プ、１９６９）と呼ば れ、十 和 田火山起源 の もので

１１，０００～１２，０００年 前の噴火によ ると推定 される。 なお 、低位段丘前縁 には段丘面 とほぼ連続す る扇 状

地性の傾斜 面がみ られ る。

本遺跡は青 森市街地 の南西方約 ４ｋｍ地点 に位置す る。図 ２に示 したが、この付近 は沖館川 と平野西

縁 を延び る入内断層の構造 谷 とに挟 まれ た三角地帯 であって、西部丘 陵地 の外縁 に中位段丘、低位段

丘 そ して扇状 地が分布 す る。中位段丘面は西部丘陵地 にほぼ連続 し、低位段丘面 は前縁の扇状地面 と

ほぼ連続す るが、背後 の中位段丘面 とは比高１０ｍ以上の急峻 な段 丘崖 で接す る。 これ らの地形は沖館

川に よって大 き く浸 食 され、流域 には谷底平野が展開す る。そ して、湾岸沿 いの平野部 には低平 な三

角州が展開 し、その西縁部 には南北 に伸 び る入 内川に よる と思われ る旧河道跡が認め られ る。

本遺跡 は沖館 川南岸 に展開す る河成の低位段丘上に立地す る。南縁 には開析 の進んだ 中位段丘が ほ

ぼ南北に帯状 に分布 し、低位段丘面 とは約１８ｍの急峻 な段 丘崖 で接す る。調査区域 の標 高は１４～ １８ｍ

とやや 高低差 があるが 、これは沖館川に流れ る小谷の谷頭付近 で分 流 した沢の浸食作用に よるもの と

思われ る。調査 区域 の Ｆ区で確認 したが 、遺跡 内を流れ る谷頭付近 での小 さな沢は公 園整備 に よ り厚

い盛 り土で埋積 されている。 なお 、北西方に隣接す る三内丸山（２）遺跡 も沖館川 に臨む低位段丘上 に

立地す る。沖館 川には比高 ７～ ８ｍの急崖 で臨み、沖館 川に流れる小 谷 「北の谷」 をほぼ中心に縄文

時代 前期～ 中期 の遺構が密集 して検出 され た。 また、三 内丸山（２）遺跡 では上述 した沢の うち最 も北

側 を流れる小 さな沢 を 「南の谷」 と呼び、沢の北斜 面か ら同時期 の盛土遺構 などが検 出された。

次に、本遺跡 の調査 区域 内におけ る基本層序について記述 する。調査 区域 は公園整地に よりか な り

削平 されている。 ただ、小 さな沢筋にあた るＣ区東側 及び Ｄ区付近は標 高１４～ １５ｍ と低 く堆積物か ら

判 断 して湿地性環境 を示 し、土層の攪 乱が比較 的少な く基本土層が把握 しやすい。同 じ くＦ区で確認

された沢跡 では厚 く埋積 された盛 り土の下に草本植 物の未分解 の茎 などを層状 に挟む黒 泥層 が堆積 し

てい る。なお、土 層の記述 に あた って は Ｂ区 Ⅲ Ｂ―２１３グ リッ ド及び低地での堆積 状況 とを勘案 して

行 なった。図３０には調査区域 内の土層の模 式柱状 図 を、図５には調査区域 内のセクシ ョン図を示 した。

Ⅰａ層 黒褐色土 （１０ＹＲ２／２） 厚 さは平均 的に ５～ １０ｃｍであるが低地側ではやや厚 さを増す。耕作

あ るいは公園整備 の整地 された土層 と思 われ る。かた さはあるが締 ま りに欠け、乾 くとサ イコロ状の

割 れが 目立つ。軽石粒 及び粘 土粒 、炭化粒 な どの混入が非常 に 目立つ。

Ⅰｂ層 黒褐色土 （１０ＹＲ３／２） 厚 さ２０ｃｍ。整地 前の耕作土 と思 われ る。粘性 ・湿性が 多少 あ り、全

体 的に締 ま りに欠けやや ソフ トな感 じがす る。径２０ｍｍ以下 の軽石粒 がかな り混 入 し、 また粘土粒 の混

入 も多少認め られ る。

Ⅱ 層 黒色腐植 質土 （１０ＹＲ１．７／１） 厚 さ ５～ １５ｃｍ。全体的に腐植 質でやや粘土 質で もある。かた

くて多少締 まって いる。軽石粒や粘土粒 な どの混 入が きわめ て少 ない。本層上部 には、白頭 山起源 の

苫 小牧 火 山灰 （Ｂ―Ｔｍ）、下位 に十和 田 ａ降下 火山灰 （Ｔ ｏ― ａ）の ２枚 の細粒 火山灰 を挟む こと

が ある。 いずれ もレンズ状あ るいは小 ブロ ック状 の堆積 を示す。特に、平安時代 の竪穴住居跡な どの

覆土 に堆積 した りして密接な関係 をもつ。

Ⅲ 層 暗褐色土 （１０ＹＲ３／４） 厚 さ１０～２０ｃｍ。漸移層 である。粘性 ・湿性が あ り、か たさ及び締 ま

りにやや欠けて いる。下位 の第Ⅳ層 の混 入状況 によって細分 され る。下位 のⅢ ｂ層 はブロック状 の混
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入が 目立 ち全体 的に軽石 質であ る。上位 のⅢ ａ層 は軽石粒 が多 く混入 し全体的に土壌化が進み色調 が

暗 い。 このⅢ ａ層 中には縄文時代 前期 の遺物 包含 層 と思 われ る。なお、高度の低 い Ｃ区東側及び Ｄ区

では本層全体がやや粘 土質であ って、部分的に砂質粘土 となっている。全体的にかた く締 まっている。

Ⅳ 層 暗黄灰色軽石 質火 山灰 厚 さ約５０ｃｍ。一次的堆積 を示す層相 は緻 密堅 固なラピ リ質火山灰

で径 ２ｃｍ以下の軽石粒 の混入が 目立つ。千 曳浮石 （東北地 方第四紀研究 グル ープ、１９６９）及び碇 ケ関

浮石 （山口、１９９３）に比 定 され る。 おそ ら く１１，０００～１２，０００年 前の 降下 火山灰 で十和 田火 山起源 と推

定 され る。 なお 、調査 区域 に よっては粘 土化 した軽石粒 を含 むやや成層 した粘 土質砂層 とな り水成堆

積物 の様相 を呈す る。上下各層の堆積 と考 え合 わせ ると、湿地性 の堆積環境 を示 して いるもの と思 わ

れる。

Ⅴ 層 灰 白色粘土 厚 さ１０ｃｍ以上。最上部に酸化帯 を有 し、赤榿色 を呈す る酸化の染みが認め ら

れる。
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ま とめ

平成 ６年度 及び ７年度 の試掘調査 で検 出 され た遺構 は、住居跡２４軒 （縄文１３、平安 １１）、土坑１８基

（縄文１７基、平安 １基 ）、竪穴遺構 ２基 （縄文 ）であ る。遺物 はダ ンボール箱 で２１箱分 出土 した。

土器は、縄文土器 と土師器 ・須恵器が出土 した。縄文 土器 は、前期 の円筒下層 ｄ式か ら縄文後期前

葉の土器片が出土 している。 その時期幅内 では あるが、円筒上層 ａ ・ｃ式 と大木１０式併行期 の土器は

見 られなかった。土師器 ・須恵器は全て ９世 紀か ら１０世 紀前半 の もの と判断 され る。

石 器は不定 形剥 片石器 （サ イ ドス クレイパー等）が 目立ち、次 いで敲磨 器類が 多い。他 は石鏃 、石

匙、石箆 、磨製石斧 、石皿 、北海道式石冠 等で ある。

その他 の出土遺物 として、耳飾や 土器片利用円盤等の縄文 時代の土製品、近世 の寛永通宝や泥 メン

コな どが出土 した。

近 野及び三 内丸 山遺跡は 、県内で も有数 の調査 密度 の高い遺跡 である。以下 に今 回の調査 での成果

と問題 点 を、隣接遺跡及び過 去の調査 成果 と関連づ けて述べ てゆ く。今回の調査 は、遺構 の多 くが確

認のみの試掘 である。 その ため、今 後の調査 の進展 に よって、時期 ・性格 等の判 断に若干 の異同があ

るとは思 われ る。現時点での中間報告 として理解 していただきたい。 なお、記述上 、台地 を切 り込み、

萢部沼 に注 ぐ各沢 を仮称 す ることとす る。三 内丸 山遺跡 の 「南の谷」 と呼ばれ る沢 をＹ Ｓ １として 、

台地に沿 って西回 りに通番 して名称づけた。 Ｆ区の沢はＹＳ４、 Ｄ区の沢は ＹＳ ５である。 台地は 「Ｙ

Ｓ １― ２台地」 の様 に、挟む沢 同士 で表現 した。近野遺跡 は ＹＳ４― ８台地上に形成 されている。 ま

た、本遺跡 との距離 を論 じる場合 、断 りのない限 り起点 は５２年度調査 （青森県教委 １９７９）で検出 さ

れた大型住居 （第 ８号住居跡 ） とした。

１ 近 野 遺 跡 の 縄 文 時 代 集 落 に つ い て

今 回までの調査で、近野遺跡の縄文集落部分に相 当す る、Ｙ Ｓ４― ５台地 のほぼ全面に調査 の手が入

った ことになる。以下に過去 の調査 を踏 まえて、この台地 を中心 とした縄文集落の概 要 を記述 してゆ

く。

１） 居住範囲 につ いて

縄文 中期 の居住域 は 、Ｙ Ｓ４― ５台地 の平坦部 に沿 って展開す るとい う所見 （青森県教 委 １９７９）

は今 回の調査 で も変更はない。Ｙ Ｓ ５― ６ ・６― ７台地が全 く未調査であ り今後の調査が期待 され る。

今 回の試掘調査の Ｃ ・Ｅ区は、昭和５２度調査 で検出された縄文 中期後半の集落中心部南側に相当する。

住 居跡 の南限 は本調査検 出の第 ９号住居跡 、若 し くは５０年度 （青森 県教委 １９７７）検出の第１３１号住

居跡が該 当す る と思われ る。

２） 居住時期 幅 について

今 回の調査 区で確 認 された、最 も直接的 な生活痕跡 として とらえ られる住居跡の殆 どが、円筒上層

ｅ式期及 び ｄ式期の もの と推 定 される。５２年度 の調査 では最花 ・中の平 Ⅲ式期の住居跡が確認 されて

いる。 その他の時期 は、明確 な居住利用痕跡が確認 されていない。

３） 空間利用の変遷 につ いて
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［円筒下層ｃ式期以前］  利用痕跡が認められない。

［円筒下層ｄ式期］  ＹＳ 5 に続く斜面等に、土器の小規模な集中ブロックとして利用痕跡が認めら

れる。

［円筒上層ａ～上層ｃ式期］  極少量の土器片が残されるのみである。

［円筒上層ｄ式期］  台地先端部に大型住居を中心に居住区域が形成される。この時期と特定できる

他の遺構は確認されていない。時期不明の土坑に含まれている可能性もある。

［円筒上層ｅ式期］  居住施設の中心域は、台地先端部から南のＣ区に拡大する可能性がある。フラ

スコ状土坑と小土坑、竪穴遺構が集落構成要素に加わる。

［榎林式期］  フラスコ状を含む土坑に加えて、性格不明の竪穴遺構が構築され出す。構築範囲は、

台地先端からＥ区までである。居住施設と判断されるものは検出されていない。

［最花式期］  再び台地の先端部に居住区域が形成されるが、規模は縮小している。集落構成要素と

しては若干の竪穴遺構と、掘立柱建物（註1）が新たに加わる訂能性がある。

［大木10併行式期以降］十腰内Ⅰ式期に、ＹＳ4－5台地先端部とＹＳ8西斜面に竪穴遺構が形成さ

れるが、住居・土坑等は構築されなくなる。ＹＳ8西斜面にはこの時期の遺物包含層が形成されてお

り、多量の土器が出土している。これ以降は縄文晩期に、ＹＳ4－5台地先端部において少数の竪穴
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遺構 が構築 されるのみ であ り、平安 時代 に至 るまで居住 利用 の痕跡が認め られな くな る。

２ 三 内 丸 山 遺 跡 との 関 係 に つ い て ― 特 に 円 筒 上 層 ｄ ・ ｅ式 期 ―

二遺跡 間の関係 を考 えてゆ く上 で、今 後の調査 の課題 ともなる以下の点が指摘 で きる と思われ る。

①距離上の観点 か ら

５２年 度調査 時検 出の大型住居 跡 （第 ８号住居跡 ）か ら、直線距離に して２３０ｍ程 西の、Ｙ Ｓ１― ３

台地上 に墓域 が確 認 されて いる （青森 県教 １９７７）。 この台地縁辺に沿 って、縄文 時代 中 ・後期の住

居 跡群が確 認 されて お り （青森県教 １９９５ｃ）、 ともに三 内丸 山遺跡 として調査 されている。住居跡

群 は一部 とぎれ る可能性があ るが、環状 を呈 す るように見 える。近野遺跡 第 ８号 （大型 ）住居跡 と環

状住居跡群 の最短 距離 はＹ Ｓ２を挟 んで１００ｍ前後である。 ＹＳ４の比高差は ３～ ４ｍ程 である。ただ

し、環状住居跡群は殆 どが未精査 で正確 な時期 が不 明である。

二遺跡が全 く接す ることか ら、各距離 関係 を吟味す る必要が ある と思われる。

②居住時期上の観 点か ら

旧野球場予 定地 を中心 とす る、三 内丸 山遺跡 の最拡 大期 は円筒上 層 ｄ ・ｅ式期 である （青 森県教

１９９６ｂ）。 これは近 野遺跡 の住居跡構 築数上 の最盛期 で もあ り、居住開始期 に も相 当す る。今 回の試

掘調査 での、遺構確 認面遺物 の殆 どは円筒上層 ｅ式であった。将来の本発掘 において、各遺構の正確

な時期の把握が必要 とされ る。

③集落構成要素 の観 点か ら

集落構成要素 の欠落 （青森 県教 １９９５ｃ）か ら想定 され る依 存関係 につ いてである。

昭和４９・５０年 度調 査は、 ＹＳ４― ８台地上 の基部 のほぼ全面に及んでいるが 、縄文 中期の墓坑 ・埋

設土器等は検出 されなかった。Ｙ Ｓ ５― ６ ・６― ７台地 も含め、 これ ら台地上 の墓坑 ・埋 設土器等の

有無の確認は、将来の調査 に期待す る ところである。

近野遺跡内で欠落す る集落構成要素 を、仮 にＹ Ｓ― ８以東に求める と、最低 で も４００～５００ｍは離れ

るこ ととなる。 この延長上 の、同時期 と思 われ る周知 の遺跡 には安 田水天宮遺跡が あるが、９００ｍ程

離れ るこ ととなる。後背地 の丘陵上 には 、４００ｍ南 に三 内丸 山（５）遺跡 、６００ｍ南に三内丸山（４）遺跡が

所在す るが、比高差 が２０ｍ程 ある。

同時期の埋葬 施設 を近隣 に求 め る と、墓坑 では上述 した ＹＳ １― ３台地上の土坑墓 列、又は４５０ｍ

北西の 、里見丸 山線予定地 （青森市教 １９９６ｂ）Ａ区で検出 された墓坑群 となる。同 じく埋葬遺構 と

解釈 され る埋 設土 器遺構 では、４００ｍ北西 の三 内丸 山遺跡 ・南盛土 内埋設土器群 が該当する。廃棄施

設 もここが最短の場所 となる。 ただ し、第１４号 住居跡 と第 １８号住居跡 の土器 接合関係 と、Ｙ Ｓ― ４

（Ｆ区 ）の状況 等か ら、近野 区域 内では 、近場の窪み （＝廃絶住居 ） を廃棄場所 として、明確 な集中

廃棄域 を形成 しない可能性 も考 えられ る。

以後 も近野遺跡 内で、欠落遺構 が確認 され ない場合、「共有」 の可能性が論 じられ ることとな り得

る。三 内丸山は、その空間利用の あ り方か ら、少 なか らず共同体規制 を感 じさせ る集落である。 そう

いった共同体 と、公共施設の共有関係 をもつ集落 であったのか どうかが 、今後調査視 点に入れ られ る

べ き もの と思われ る。

－ ４６－
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④集 落立地環境上の観点か ら

立地環境 と居住 区配 置、及び配置上の求心方向 に関 してであ る。

Ｙ Ｓ２を除 く、 １か ら５に区切 られた三 つの台地上全てに、縄文中期 中葉 か ら後期初頭 と思 われ る住

居跡 が確認 されている。近野遺跡 は居住区で も萢部沼 よ りに住居 が密 集 し、大型 住居 も造 られる。三

内丸 山遺跡 旧野球 場部 分 では、中期 中葉期 に 「南の谷」（＝ ＹＳ １）南斜面 よ りに住居跡 が集 中 して

くる傾 向が ある。 また旧小三内遺跡 地区 も、萢部沼か ら沖館 川につ ながる沢筋 に面 した同時期の居住

区及び貯蔵 区 とされ る区域 であ る。集落の求 心方向 としての萢部沼 との関 わ りも意識す る必要性があ

ると感 じられ る。

また、当時の各沢筋 と、萢部沼の状況 及び沖館 川へ の合 流状態 の分析 ・調査 も、今後必要 となるか

と思 われ る。 それ らが各居住ブ ロックの、社会機 能上 の どの局面 を分 断 し、連繋す る と見 るか で解釈

は大 きく異 なって くる と思われ るためであ る。

以上の観点等か ら、三内丸山 を中心 とした遺跡群全体 の、有機 的な関連づけ に配慮 しなが ら今後の

調査が進め られ るこ とが期待 され る。

（秦 光次郎 ）

註 １ ５２年度調査時検出の第１７号住居跡 のこ とである。報告 では、近代の耕作 によって壁 ・床面の消

滅 した大型竪穴住居跡の可能性 も指摘 されてい るが、その後 の調査例の増加に よ り、掘立柱建物遺構

の可能性が高 くな って いる。
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